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第 7 回 一宮学園で映画を観よう！ 

「みんなの学校」 

10/１3(土) 
チャリティ映画会 

無料 同日 2 回上映 

 

～～～～～～ こんな映画です ～～～～～～ 

大空小学校がめざすのは「不登校ゼロ」。ここでは、特別支援教育の対象となる発達障害がある子も、自分の気持ち

をうまくコントロールできない子も、みんな同じ教室で学びます。ふつうの公立小学校ですが、開校から６年間、

児童と教職員だけでなく、保護者や地域の人もいっしょになって、だれもが通い続けることができる学校を作り 

上げてきました。すぐに教室を飛び出してしまう子も、つい友達に暴力をふるってしまう子も、みんなで見守りま

す。あるとき、「あの子が行くなら大空には行きたくない」と噂される子が入学しました。・・・ 

【お申込み方法】 当日受付もしますが、準備の都合上、事前にご連絡を下さい。 

  お電話で ０８０－６５３５－０９７７ （荒木） 

  メールで hajimeno.1.2.3po@gmail.com  （お名前・時間帯：1 回目か 2 回目か・人数） 

ｎいんじ 
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©関西テレビ放送 

1 回目 ９：３０（受付９：１５）～１１：３０ 

オムツ替え＆授乳コーナーあります 

今年は畳のお部屋が用意できませんが、体育館の後方

にベビーコーナーをつくります。 

2 回目 １２：３０（受付１２：１５）～１４：３０  

話そう会 １４：３０～１６：００ 

地域ぐるみで子育てをしたい 

映画のあとに、児童養護施設の子どもは地域の中で 

どう育っているのか一宮学園の職員よりお話があり

ます。 

そして参加者の皆さんのお話も聞かせてください。 

 

mailto:hajimeno.1.2.3po@gmail.com
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ぶっちゃけトークスペシャル開催 

自立した後に大きくつまずくことがないように、在園している高校生を対象にした予防教育事業 

「ぶっちゃけトーク〜ここを出てからのこと〜」のスペシャル版です。金曜日の夜の開催。 

高校生とおとな合わせて 32 名が参加してくれました。 

★今年度のぶっちゃけトーク事業は公益財団法人ノエビアグリーン財団様からの助成金によって

運営されています。 

９月 14 日 【あなたが主役な選挙】公園づくり体験から知る社会づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

講師：NPO 法人 YouthCreate 代表 原田謙介 氏 

1986年岡山生まれ。愛媛県愛光高校、東京大学法学部卒。 

2008年に「学生団体 ivote」創設。2012年から 2013年にかけてインターネット選挙運動解禁に 

向けたキャンペーン「OneVoiceCampaign」を展開。 

2012年に NPO法人 YouthCreate を設立し、「若者と政治をつなぐ」をコンセプトに活動。 

文科省・総務省作成「政治や選挙等に関する高校生向け副教材」の執筆も行う。岡山大学非常勤講師。

総務省主権者教育アドバイザー。日本シティズンシップ教育フォーラム共同代表 

 

18 歳から選挙権をもてるようになりました。でも残念ながら投票率は伸びません。 

『１票で世の中なんて変わらない。どうせムリ。どうせムダ。政治なんて自分にカンケーない。

勝手にやってくれ』・・・。しかし無関心であることは、一部の政治家にとって都合のよい事で

す。投票率の低い世代の政策は置き去りにされ、若者がますます生きづらい社会になってしま

います。意見を持ち主張するということは、主体的かつ積極的に生きるということです。人が

人と生きる社会では決め事は必要ですが、単純な多数決では弱者は救われません。労力はいる

けれど多様な意見が尊重された方がいい。それが民主主義です。 

ワークショップで理屈でなく体感できたと思います。 

《５人グループになったワークショップ》 

町に公園を作ります。A.３歳の子を持つ親 B.公園の隣に住む人 C.町に根差したパン屋さん 

D.元気いっぱい小学生 E.お年寄り それぞれの役割になりきって、どんな公園にしたいか 

民主的に話し合いました。 
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◆お産支援報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

◆新しい取り組み  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いっぽ君がお兄ちゃんになりました 

酷暑の８月、一宮学園出身の若い夫婦に 

第二子が誕生しました。夫婦ともに頼れる

身内がいないため、第一子（いっぽ君）の

時も産後の支援をしたのですが、二人目と

なるといっぽ君の世話もあるのでサポー

トメンバーを４人に増やして行っていま

す。保育園の送迎に加え、サポーターが 

新生児をみて、ママといっぽ君二人きりの

ラブラブタイムを意識して作りました。 

今後は効果的な家事の方法、節約術などを

伝授しようと思っています。 

当会の成人を祝う会に参加した walker の中で、子どもを持った３組の母子を対象に

した事業で、１０月から来年の８月までに行う予定です。 

絵本もなかなか高価で若い家族が気軽に買えるものではありません。巷では祖父母が

孫のために絵本の定期便を頼んでいるという話をよく聞きます。お風呂で使える絵本、

パズル付絵本、動物図鑑、乗り物絵本、ママ向けの絵本などバラエティにとんだものを

選びました。 

 

絵本お届け隊がスタートします 

ママのお膝に座ってもらい、お届け隊

が読み聞かせを致します。もちろん 

絵本はそのままプレゼント。絵本は 

親子のコミュニケーションツールと

して大変優秀な媒体です。シンプルで

優しく温かな絵本の言葉たちを声と

いう音にして耳に届けます。心地よい

言葉の音が耳から脳に運ばれると 

発達が促され心が落ち着くことでし

ょう。 

 

 
★この事業は、読売光と愛の事業団様からの助成金で運営されます。 
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平成 30 年 5 月 25 日～８月１３日にいただいたご寄付 （順不同・敬称略） 

映画協賛の皆様のご紹介は次号でいたします。 

◆寄付金◆ 田中拓海 カムクラシン大地 匿名 募金箱にご協力くださったたくさんの皆様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 ◆お米◆ 小林美子、八角榮子、今野俊賢、原孝芳  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一宮学園自立支援はじめのいっぽ後援会 

〒299-4301 千葉県長生郡一宮町一宮 389番地一宮学園内 

事務局 電話 080-6535-0977（荒木） 

E-MAIL  hajimeno.1.2.3po@gmail.com 

●支援のお願い● 

ゆうちょ銀行 口座番号 00170-8-663629 一宮学園自立支援はじめのいっぽ後援会 

★他金融機関からの振込用口座は   店０１９ 当座 ０６６３６２９ 

★ご寄付はいくらからでも結構です。 

皆様ありがとうございました 

 

 

 いっぽスタッフ ひとことリレー 

◆糸瀬悦子さん◆ 

はじめまして。糸瀬悦子です。 

5 月から一宮学園自立支援はじめのいっぽ後援会の会員に 

なりました。後援会のことを知ったのは、5 年ほど前に一宮学園の 

職員さんからの映画会のお誘いからでした。 

それから 1年に一度の映画会のお誘いや定期通信を郵送して頂いて 

いるうちに、ただ漠然と、≪仕事を退職したら活動を一緒にしたいなあ≫と思っていましたが、 

3 月末に仕事を退職し、いよいよ会員になりました。 

18 歳までは児童福祉法ですが、一宮学園を退園して行くと守られる法律もなくなり、ひとりで 

歩いて行かなければなりません。社会に出たら、まだまだ困る事も沢山ある事でしょう。 

一緒に悩んだり、一緒に考えたり短い時間でも寄り添えることが出来たら良いなぁと思っていま

す。それは、仕事ではなく家族の様にと思います。 

日本を、そして未来を支える子ども達に夢を託したいです。それが私の夢です。 

★１人暮らしのあの子へ送る『ふるさと宅配便』からのお願い ★ 

12月の『ふるさと宅配便』では次のものを募集しています。080-6535-0977までご連絡を。 

ご飯パック、米、餅、缶詰、レトルト食品、カップ麺、カップスープ、スティックコーヒー紅茶、 

お菓子などの日持ちする食品や、使い捨てカイロ、ハンドクリーム、手袋、マフラーなど新品の雑貨。

数量は問いませんので、できる範囲のご協力をいただけると嬉しいです。 

 


